
株式会社マクロ・ビオ（代表取締役社長：剱持昭司、本社：日本・神奈川県横浜市）は、50％出資して

モンゴル国に合弁会社を設立しましたので、下記のとおりお知らせいたします。

【設立の目的】
当社は、海外展開の加速を重点課題と位置づけ、「 」をグローバルブランドへ成長させること
をめざし、事業拡大に取り組んでおります。
このたび、その実現に向けた取り組みとして、モンゴル国・医療関連市場に本格的な事業展開を開始するにあ
たり、当該地域における営業活動を主目的とした新会社を設立することといたしました。
モンゴルの医療の課題は、都市・地方間の格差、インフラの不足、医療人材の偏在、公衆衛生の未整備、
生活習慣病の増加などが中心です。これらの課題を解決するには、当社が製造し「 」は、検査
項目40種類以上に対応しており、この機器は、国策「健康なモンゴたル人」の強化に寄与するとともに、国民の
健康を長期的に貢献できると考えております。
さらに、世界最前線の再生医療技術を活かし、幹細胞培養上清液に秘められた“生体修復因子”の恩恵を
安全にすべての人に届けます。
そして、この新会社は、両国に新たな成長機会をもたらすだけでなく、医療関連産業の高度化と発展をさらに
促進し、双方のグローバル医療事業拡大に貢献してまいります。

各位

株式会社マクロ・ビオ(日本)は 海外医療関連市場へ進出本格化

新会社「マクロ・ビオ アルファ」設立のお知らせ

2025年5月27日

ドクター 天津華科泰生物技術有限公司 株式会社マクロ・ビオ
劉 林斯 董事長 剱持 社長 大内副社長

【 製造会社】
天津华科泰生物技术有限公司（中国・天津市北辰区）は、
2018年に設立された企業で、経済技術開発区に拠点を置くバ
イオテクノロジー企業です。中国政府によりハイテク企業および
2024年には「瞪羚企業（ガゼル企業）」と認定されており、中
国の「新三板」にも上場しています。そして、「生物医薬品や医
療機器の製造・販売、体外診断製品の研究・開発・生産などを
手掛け、高品質な製品力が評価され、天津市の経済発展にお
いて重要な役割を果たしています。尚、2025年5月12日株式
会社マクロ・ビオと「戦略パートナーシップ締結」を発表しています。

株式会社 マクロ・ビオ

Press Release

会長 ：剱持 昭司（株式会社マクロ・ビオ 社長）
CEO ：Jargalsaikhan Dulguun（ドゥルグン氏）
取締役：大内 英嗣（株式会社マクロ・ビオ副社長） 他4名（日本人1名／モンゴル人3名）

Savant 200 Savant 80
サイズ:155㎜×155㎜×82㎜
重量:0.35kg

【合弁会社の概要】
⑴商 号 ：マクロ・ビオアルフ Co.,Ltd.
⑵所在地 ：モンゴル国 ウランバートル市
⑶事業内容 ① プロジェクト

②幹細胞培養上清液
⑷資本金 ：20万US＄
⑸設立年月日 ：2025年4月7日
⑹出資比率 ：マクロ・ビオ 50％

  マクロ・ビオアルフ Co.,Ltd. 50％
⑺代表者

サイズ:300㎜×265㎜×140㎜
重量:3.4kg

『戦略的パートナーシップ締結』
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